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1923年6月　　三澤勝衛

　　　　備　　　　　　　　　考

黒黙群申先者ば先．月末のものにして次第に褻
へつつあq後者ほ東端に近くして薪出のもの
白紋中エ．つば西1つは東の群の圏にあり。

：先のigit本日子午線通過、自紋［t東にして黒

黒語群の圏にあり。

黒黙最中昨H迄の先者に本日浦失。
黒鮎は本日申に中央子午線通過且つ非常に襲i
へっつありO
昨日までの黒黙群本日溝失。

白紋：lt西側にあり大規模なれ共闘し。

曇。

雨。

羅紋に西方に。

蛇紋は1つii西1つlt東にして何も小規模。

雨。

雨。

新黒黙群東方に慶見。

雲准透して。

雨。

観測畔間不充分、鱗貼群ば昨日中に中央子ギ．
線通過の様子。

三紋中1つ（zt大規模にして東方に1つば小規
模｛：して極近に。

白紋は西方にて黒黙群の圏に又黒黙群の後者
ば昨…日東方自紋の俄に壌｝達ぜるものの如し。

増尾に西方の群の薗にあり。

．雨。

黒貼捻出日申央子午線通愚白紋1t西方vあり
淡し。

雨。

太陽に月．末に至り俄に滑動し初め7こりo


